
２０２２・１・２３ 新年合同礼拝              黄金井尚美 主任牧師 

＜キリストの中に生きる民＞ 

エペソ１：１５～２３ 

 

１、教会は  から   だされた所 

   「教会」の誕生はいつ頃？ 

 

♦旧約の時代、礼拝は「幕屋」で捧げられた。 

移動にも優れた組立テント式のもの。約束の 

地を目指す４０年の旅の中心にはこの幕屋が 

あった。 

 

贖い･･･「あるものを代償にして手に入れる」 

 

   すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることが出来ず、ただ、神の恵みにより、 

キリストイエスによる贖いのゆえに、価なしに義と認められるのです。  ローマ３：２３、２４ 

 

 

２、   と   をもとめて祈る 

    【1５～19節】 

１）神を知るための知恵と啓示の御霊が私たちに与えられるように。 

啓示：人間の知恵の及ばない事を、神の側で現し示してくる真理。 

これを私たちに説き明かしてくださる方が聖霊。 

 

２）心の目がはっきりと見えるように。 

はっきり見える･･･「照らされる」 

真理に対する悟りは人間の内から得ることはできない。 

神が「照らして」悟らせてくださりなければ、分からない事。 

      「知恵と啓示の御霊」はこの悟りのために必要。これによって 

 

     ①神の召しによって与えらえた望みを知る。 

     ②復活の命によって神と共に所有する豊かな永遠の命、相続財産の価値を知る。 

     ③これらを実現することが出来る神様の偉大さを知る。 



  【エペソの特徴】 

    現在のトルコ西岸にあり、ローマ帝国の大きな港町で商業と宗教の中心地。 

大女神アルテミスの神殿があり、沢山の参拝者が訪れて、神殿関連で生計が 

成り立つ。 

         この町に、キリストの教会が誕生した！ 

 

「神の全能の力」・・・神のことばによって天地を創造された全能。 

            無から有を生み出した。 

 

 

３、      が教会に与えられた 

   教会と一言で言ってもいろいろ。 

    地域：都会／田舎／因習が強い／生活困窮者が多い／農業地域／漁師町 etc 

歴史：長い／短い 

 

      キリストのからだである教会。痛手を負って元気を失うこともある。 

      しかし、内側に全能者のいのちがある。 


